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。

という 微分方程式 の解と して
.

x = Const を選ぶことが

できる という こと を確認せよ 。
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<強制振動 ? (無りっい =East

(荒 心 ) xn = East (忒。2 )n =East-
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t.it i ) にいい) = ot.si -
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では
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この 解の 1つ として かけにCant 単振動の 方程式を満たす

。

を 選んだ。

(外や FosAt を ヒントに した )

x.lt ) = Cosst :特すり解
、

他の 解として かけ) があると する 。



よって 一般解 は
、

つくけ) =
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YAsina.tt Baswt
ms で発散して しまう

、

「

単振動」
t

「
周期 的な 外力」

⇒ 共振 を 起こさ せている

強制振動



抵抗を 表す 項が あれば

発散 しない
。

(忒 +28 ボ 、心 ) が) =も osnt
renren.nu

抵抗 によ > 0 とする
。

)し け ) = CosN +D sinst を

特別解 と して 選ぶ 。
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D :_2によって
tば( Acoswt +13sina.tl

m 1 48+1にべ)2 Y ちなみに 8=0 のとき

先ほど の 抵抗 なしの解と

を、 = CosAT + D sinはt は 一致すること を確認 しておくと良い
.

(忒 +2唯心) がい = East の
解となっている

。



〈H.ws

① い) =_
た にべうてん14に 心が)2 y

Est

+
2に8~n.s.info

m) 48+1にべ)2 Y

+で(Act + Bit )
が ( 忒 t なボ +i ) xけに もasAT を満たすこと を確認せよ



○2
い) =

に にべ3~o.si +-2に8rnesins.tn14に 心が)7 m ) が一 にべ )
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+で(not + Bit )
は t が 大きくなる と

、

で
「

( Aosut +13sina.tl の項は

無視 できる よう に なる
。

第 1項 と 第 2項 に対して 三角関数 の合成のテクニック を使って
.

tが 大きく なったときの 振幅を 求めよ。


